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会
議
の
冒
頭
中
山
理
事
長
は
２
０
１
６
春
季
生
活
闘

争
に
つ
い
て
、
雇
用
状
況
や
賃
金
実
態
な
ど
の
社
会
情

勢
に
触
れ
「
経
済
の
好
循
環
に
は
底
上
げ
・
底
支
え
、

格
差
是
正
の
実
現
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
月

例
賃
金
の
引
き
上
げ
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
た
闘
争
を

力
強
く
進
め
て
い
く
。
今
闘
争
の
根
幹
の
ひ
と
つ
は
持

続
性
で
あ
る
。
20
年
近
く
続
い
た
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却

は
一
年
や
二
年
で
は
な
し
得
る
こ
と
は
で
き
ず
、
賃
上

げ
が
続
い
て
い
く
と
い
う
確
信
を
働
く
者
が
持
て
て
は

じ
め
て
家
計
は
消
費
を
増
や
し
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却

に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
今
春
闘
の
重
要

性
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
「
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
（
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立

行
政
法
人
）
の

課
題
と
し
て
年

金
積
立
金
の
リ

ス
ク
運
用
の
拡

大
や
、
株
式
イ

ン
ハ
ウ
ス
運
用

の
解
禁
は
問
題

で
あ
る
。
保
険

料
拠
出
者
で
あ
る
労
使
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
が

重
要
で
あ
る
」
と
の
べ
た
。

【
生
活
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て
】

　

く
ら
し
な
ん
で
も
相
談
「
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ
ル
」
の
現

状
報
告
で
は
、
１
月
現
在
３
、
９
３
３
件
の
相
談
者
に

よ
り
そ
い
特
に
労
働
関
係
問
題
の
内
、
就
労
相
談
に
大

き
く
支
援
し
て
き
た
実
績
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
土
曜
日
の
専
門
家
に
よ
る
相
談
は
法
律

に
関
す
る
事
項
が
多
く
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
社
会

保
険
労
務
士
等
の
知
識
を
必
要
と
す
る
相
談
が
増
加
傾

向
に
あ
り
、
今
後
も
平
日
の
相
談
と
併
せ
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
や
、
今
社
会
問
題
化
し
て
い
る
特
殊
詐
欺
防

止
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
新
た
な

事
業
と
し
て
追
加
さ
れ
た
「
働
き
盛
り
世
代
に
よ
る
特

殊
詐
欺
撲
滅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
俺
の
恩
返
し
！
）
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

の
開
催
を
全
地
区
で
開
催
し
て
い
く
こ
と
も
確
認
し
ま

し
た
。

【
２
０
１
６
年
度
長
野
県
勤
労
者
体
育
大
会
の
実
施
に

つ
い
て
】

　

種
目
別
実
施
日
及
び
会
場

　

①
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
男
・
女
）
10
月
８
日
（
土
）

ホ
ワ
イ
ト
リ
ン
グ

　

②
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
・
女
）
10
月
８
日
（
土
）

ホ
ワ
イ
ト
リ
ン
グ

　

③
テ
ニ
ス
（
男
・
女
）
10
月
22
日
（
土
）長

野
運
動
公
園

④
野
球
11
月
12
日
（
土
）

県
営
球
場
・
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム

　
　
　

11
月
13
日
（
日
）　

県
営
球
場

※
女
性
の
参
加
を
積
極
的
に
促
す
た
め
全
地
区
に
出
場

　

枠
を
つ
く
り
ま
し
た
。
ま
た
、
２
チ
ー
ム
以
上
の
申

　

し
込
み
が
あ
れ
ば
県
大
会
を
実
施
し
ま
す

２
０
１
５
年
度
第
二
回
地
区
労
福
協
連
絡
会
議
開
催
！

各
地
区
労
福
協
活
動
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て

３
月
１
日
（
火
）、長
野
市
・
メ
ル
パ
ル
ク
長
野
に
お
い
て
、
２
０
１
５
年
度
２
回
目
の
地
区
労
福
協

連
絡
会
議
が
県
下
13
地
区
の
代
表
者
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
題
は 

①
生
活
安
心
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業 

②
長
野
県
勤
労
者
体
育
大
会 

③
地
区
労
福
協
の
活
動　

④
連
携
・
協
同
委
員
会
の
活
動　

⑤
無
料
職
業
紹
介
事
業
の
許
可
有
効
期
間
更
新　

⑥
フ
ー
ド
バ
ン
ク
信
州
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
全
体

で
意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

各地区一同に会しての地区労福協連絡会議

挨拶する中山理事長



　

第
87
回
長
野
県
中
央
メ
ー
デ
ー

が
、
5
月
1
日
（
日
）
9
時
30
分
よ

り
、
長
野
市
城
山
公
園
ふ
れ
あ
い
広

場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
労
働
組
合

や
労
働
組
合
の
な
い
職
場
で
働
く
仲

間
、
地
域
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
か
ら

約
4
1
5
0
名
の
仲
間
が
結
集
し
ま

し
た
。
今
年
は
サ
ン
デ
ー
メ
ー
デ
ー

の
た
め
多
く
の
ご
家
族
や
学
生
の
皆

さ
ん
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
熊
本
地
震
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
へ
の
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、
主

催
者
代
表
挨
拶
と
し
て
、
中
山
実
行

委
員
長
（
連
合
長
野
会
長
）
は
、「
東

日
本
大
震
災
・
北
部
地
震
か
ら
5
年

を
迎
え
、
い
ま
だ
に
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
、
熊
本
地
震
に
よ
り
多

く
の
方
が
被
害
に
遭
わ
れ
た
。
我
々
は
、
被
害
を
受
け

ら
れ
た
方
々
に
寄
り
添
い
な
が
ら
全
力
で
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
2
0
1
6
春
季
生
活
闘
争
は
、
す
べ
て

の
働
く
者
の
「
底
上
げ
・
底
支
え
」「
格
差
是
正
」
の
実

現
で
あ
り
、
中
小
・
非
正
規
労
働
者
へ
光
を
あ
て
た
闘

争
で
あ
る
。
我
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
も
、

春
季
生
活
闘
争
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、
労
働
者
・
生

活
者
を
犠
牲
に
す
る
現
政
権
に
対
す
る
反
転
攻
勢
が
重

要
と
な
る
。
子
ど
も
や
孫
世
代
の
将
来
に
わ
た
っ
て
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
の
た
め
に

も
、
参
議
院
選
挙
の
勝
利
に
向
け
働
く
者
の
強
い
結
束

で
徹
底
的
に
闘
い
抜
こ
う
」
と
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
挨
拶
に
続
き
、
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
報
告
と
し
て
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
信
州
の
美
谷
島
越
子

副
理
事
長
よ
り
、「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
止
め
ら
れ
、
日
々

の
食
糧
に
も
困
窮
し
て
い
る
相
談
者
も
い
る
。
原
因
は

地
域
か
ら
の
孤
立
や
貧
困
の
連
鎖
な
ど
の
社
会
課
題
に

あ
り
、
一
部
の
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
フ
ー
ド
バ

ン
ク
と
い
う
食
を
通
じ
た
活
動
で
地
域
と
人
を
つ
な
げ
、

地
域
で
暮
ら
す
多
く
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
支
え
合
い

助
け
合
う
地
域
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」、
ま
た
、
ま
い

さ
ぽ
長
野
の
土
屋
ゆ
か
り
所
長
よ
り
、「
5
，
0
0
0
件

を
超
え
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
中
高
齢
の
方
や
母
子
世

帯
の
方
か
ら
の
相
談
も
多
い
。
様
々
な
事
情
に
よ
り
社

会
か
ら
孤
立
し
た
方
々
に
寄
り
添
い
、
再
就
職
に
つ
な

が
る
支
援
を
し
て
い
き
た
い
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
会
場
で
は
、
Ｙ
Ｅ
Ｓ
･
Ｎ
Ｏ
ア
ン
ケ
ー
ト
、

折
鶴
コ
ー
ナ
ー
の
他
、
熊
本
地
震
へ
の
緊
急
救
援
カ
ン

パ
・
3
.
11
被
災
地
へ
の
寄
付
金
カ
ン
パ
や
あ
し
な
が

学
生
募
金
に
多
く
の

方
か
ら
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

労
福
協
の
連
携
・
協

同
ブ
ー
ス
で
は
、
各

事
業
団
体
の
Ｐ
Ｒ
が

行
わ
れ
、
〇
×
ク
イ

ズ
や
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選

会
、
運
転
診
断
、
カ
ー

フ
ェ
ア
、
水
素
水
の
提
供
、
バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
よ
る
風
船
や
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
連
合
・
労

金
・
全
労
済
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
遊
ぶ
コ
ー

ナ
ー
な
ど
、
家
族
連
れ
の
皆
さ
ん
に
も
大
盛
況
と
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
信
州
と
の
協
力
に

よ
る
「
ひ
と
缶
の
缶
詰
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
缶
詰
の
回
収
）」

や
、
昨
年
よ
り
当
選
本
数
を
2
0
0
本
以
上
増
や
し
栄

村
・
白
馬
村
・
木
曽
地
区
の
被
災
地
を
応
援
す
る
賞
品

と
し
た
抽
選
会
な
ど
、
多
く
の
働
く
仲
間
の
連
帯
を
確

か
め
合
う
メ
ー
デ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
農
団
労
の
見
小
田
春
花
さ
ん
提
案
に
よ
る

「
メ
ー
デ
ー
宣
言
」
を
満
場
の
拍
手
に
よ
っ
て
採
択
し
た

後
、
中
山
実
行
委
員
長
に
よ
る
「
が
ん
ば
ろ
う
三
唱
」

に
て
式
典
を
終
了
し
、
長
野
市
内
の
デ
モ
行
進
へ
出
発

し
ま
し
た
。

　

デ
モ
行
進
で
は
、
各
組
織
が
「
東
日
本
大
震
災
と
県

内
被
災
地
・
熊
本
地
震
の
復
興
支
援
」「
す
べ
て
の
働
く

者
の
暮
ら
し
の
底
上
げ
実
現
」「
働
く
者
の
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
実
現
」
な
ど
ア
ピ
ー
ル
を
行
い
、
働
く
こ
と
の
尊
厳

を
確
認
し
、
働
く
仲
間
の
連
帯
と
力
強
い
元
気
を
発
信

し
た
メ
ー
デ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

元
気
発
信
!!
働
く
者
の
連
帯
で
、『
ゆ
と
り
・
豊
か
さ
・
公
正
な
社
会
』を

実
現
し
、自
由
で
平
和
な
世
界
を
つ
く
ろ
う
！
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第87回長野県中央メーデー開催！連合長野

主催者挨拶で訴える中山実行委員長

労福協の連携・協同ブースの様子

デモ行進に出発

Ⅰ
．
日
　
　
時
　
２
０
１
６
年
６
月
20
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
～

Ⅱ
．
場
　
　
所
　
長
野
市
「
メ
ル
パ
ル
ク
長
野
」

Ⅲ
．
報
告
事
項

　
　
１
．
２
０
１
５
年
度
活
動
報
告

　
　
２
．
２
０
１
５
年
度
決
算
報
告

　
　
３
．
２
０
１
５
年
度
監
査
報
告

Ⅳ
．
議
　
　
事
　
　

　
　
１
．
２
０
１
６
年
度
活
動
方
針
（
案
）

　
　
２
．
２
０
１
６
年
度
収
支
予
算
（
案
）

　
　
３
．
役
員
改
選

　
　
４
．
そ
の
他

一
般
社
団
法
人
　
長
野
県
労
働
者
福
祉
協
議
会 

　
　
第
57
回
定
時
社
員
総
会
の
ご
案
内
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第
87
回
メ
ー
デ
ー
長
野
県
中

央
集
会
が
、
５
月
１
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
と

な
っ
た
長
野
市
ひ
ま
わ
り
公
園

に
は
、
労
働
組
合
や
市
民
団

体
な
ど
か
ら
約
１
５
０
０
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。
細
尾
俊
彦
県

労
連
議
長
は
、
主
催
者
あ
い
さ

つ
で
、
冒
頭
、
熊
本
地
震
の
犠

牲
者
に
哀
悼
の
意
を
表
す
と
と

も
に
、
少
し
で
も
早
い
復
興
を

願
い
、
支
援
の
活
動
を
行
っ
て

い
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
ま
た
「
政
府
の
経
済
政
策

は
大
企
業
や
富
裕
層
へ
の
奉
仕

政
策
だ
。
貧
困
と
格
差
が
増
大

し
て
お
り
、
日
本
を
マ
イ
ナ
ス

成
長
さ
せ
て
い
る
」「
こ
の
参

議
院
選
挙
を
主
権
者
の
声
が
政

治
と
社
会
を
動
か
す
新
し
い
時

代
の
き
っ
か
け
に
し
よ
う
」「
安
保
法
制
廃
止
を

実
現
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
・
地
域

か
ら
旺
盛
な
運
動
・
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
」
と
野
党
統
一
候
補

の
実
現
を
歓
迎
し
つ
つ
、
取
り
組
み
の
更
な
る

活
性
化
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

メ
ー
デ
ー
企
画
で
は
、「
貧
困
を
な
く
し
、
戦

争
法
廃
止
で
日
本
の
未
来
を
守
ろ
う
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
構
成
劇
で
４
人
が
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
「
保
育
の
現
状
と
保
育
士
の
処

遇
改
善
」、「
い
の
ち
の
大
切
さ
と
医
療
・
介
護
職

員
の
増
員
」、「
教
え
子
を
戦
場
に
送
ら
な
い
と

い
う
決
意
」

「
主
権
者
と

し
て
声
を

あ
げ
て
い
く

こ
と
の
重
要

性
」
を
熱

く
語
り
ま
し

た
。
ま
た
、

集
会
の
終

わ
り
に
は
、

野
党
統
一
候

補
の
杉
尾

ひ
で
や
氏
も

駆
け
つ
け
、

国
政
選
挙

候
補
者
と
し
て
あ
い
さ
つ
し
、
会
場
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
共
同
の

大
き
な
力
で
戦
争
法
廃
止
と
立
憲
主
義
の
回
復
、

参
議
院
選
挙
で
の
野
党
統
一
候
補
の
勝
利
で
ア

ベ
暴
走
政
治
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
た
め
、職
場
・

地
域
か
ら
の
た
た
か
い
を
強
め
て
い
く
こ
と
と
熊

本
地
震
の
被
災
者
支
援
の
強
化
・
拡
大
に
力
を

寄
せ
る
」
こ
と
を
確
認
す
る
メ
ー
デ
ー
宣
言
を

採
択
し
ま
し
た
。

　

集
会
後
は
青
年
が
中
心
と
な
っ
て
考
え
、
先

導
す
る
コ
ー
ル
を
力
強
く
叫
び
な
が
ら
、
長
野

駅
前
ま
で
デ
モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

働
く
者
の
団
結
で
生
活
権
利
を
守
り
、
平
和
と
民
主
主
義
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
立
の
日
本
を
め
ざ
そ
う
！

第87回メーデー長野県中央集会県労連

主催者挨拶で訴える細尾議長

参加者全員による団結ガンバロー

デモ行進する参加者

機関誌「ながの労福協」への
読者の皆さんから多くの声が寄せられています。その中から、いくつかご紹介します。

　生活に役立つ情報が多く、参考にしています。家族にも
教えてあげて活用しています。いつもありがとうございま
す。

290号
（5月号）

　一向に減らない特殊詐欺被害。自分の周りではあまり聞き
ませんが、不審な電話は結構あるようです。「自分はだまされ
ない」は過信かな？でも払う資金がなければ大丈夫かも。

291号
（7月号）

　いつも職場の仲間と楽しく拝見しています。人口減少社会
に突入し、少子高齢化や生活困窮者などの問題に対してライ
フサポートという形で、今以上に取り組んでいただきたい。

292号
（9月号）

　先日、上伊那労福協まつりに参加し、とても充実した一
日を過ごせました。機関紙に今後予定されているイベント
などを紹介してみたらどうでしょうか。

293号
（11月号）

　間違い探しをきっかけに、機関紙やHPを見るようになり
ました。暮らしに役立つ情報や、地域活動などたくさんの
情報が掲載されており、楽しく拝見しています。

294号
（新年号）

　将来、自分が定年となる年齢が何歳になるのか気にな
ります。また、雇用形態についても再任用となるのか、そう
でないのか詳しく知りたいです。

295号
（3月号）
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長野ろうきんからのお知らせ
　
長
野
ろ
う
き
ん
で
は
、１
人
で
も
多

く
の
若
年
層
の
方
に〈
長
野
ろ
う
き
ん
〉

を
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、２
０
１
６

年
度
も
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
下
記
の
内
容
で
実
施
を
し
て
お
り

ま
す
の
で
、多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
実
施
期
間

　
２
０
１
７
年
３
月
31
日（
金
）ま
で

■
対
象
者

　
２
０
１
６
年
度
新
入
組
合
員
の
方

■
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
以
下
の

対
象
商
品
①
②
を
新
規
ご
契
約
の
方

に
ク
オ
カ
ー
ド
５
０
０

円
分
、③
を
新
規
ご
契

約
の
方
に
ク
オ
カ
ー
ド

２
，０
０
０
円
分
、④
を

新
規
ご
契
約
の
方
に
ク

オ
カ
ー
ド
３
，０
０
０
円

分
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

■
対
象
商
品

　
①
財
形
貯
蓄（
一
般
・

　
　
住
宅
・
年
金
）

　
②
エ
ー
ス
預
金　
　

　
　
（chou-chou

シ

　
　
リ
ー
ズ
含
む
）

　
③
給
与
振
込
口
座

　
④
給
与
振
込
口
座
＋

　
　
ろ
う
き
ん
ダ
イ
レ

　
　
ク
ト

※
①
②
は
口
座
単
位
の

年
間
お
積
立
額
が
１
２
，０
０
０
円
以
上
と
な

る
新
規
ご
契
約
を
対
象
と
い
た
し
ま
す
。

※
③
④
の
給
与
振
込
口
座
は
月
額
５
０
，

０
０
０
円
以
上
と
な
る
新
規
ご
契
約
を
対
象
と

い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、

お
近
く
の〈
長

野
ろ
う
き
ん
〉

に
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く

か
、ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

スマートフォンサイト

定期的に長野ろうきんの〈お得情報〉を配信しております

　

１
月
の
大

雪
に
よ
り
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ま

に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。被
災

受
付
件
数
は

６
，４
０
０
件

を
超
え
、東
日

本
事
業
本
部

管
内
で
は
２
，

０
０
０
件
を
超

え
て
い
ま
す
。一

日
で
も
早
い
調
査
・
共
済
金
の
お
支

払
い
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
全
労
済
で
は
２
０
１
６
年
２
月
１

日
以
降
に
加
入（
２
０
１
６
年
１
月

１
日
効
力
開
始
）・
更
新
を
迎
え
る

ご
契
約
よ
り
、マ
イ
カ
ー
共
済
の
制

度
改
定
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。近

年
の
事
故
の
発
生
状
況
や
共
済
金

の
お
支
払
い
状
況
を
踏
ま
え
、年
齢

や
事
故
有
無
に
応
じ
た
お
客
さ
ま
間

の
掛
金
負
担
の
公
平
性
を
高
め
る
た

め
、掛
金
水
準
を
見
直
す
と
と
も
に
、

一
部
制
度
の
新
設
・
変
更
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。主
な
変
更
点
と

し
て
は
、①
共
済
掛
金
の
改
定
、②
新

た
な
等
級
制
度
の
導
入
、③
運
転
者

年
齢
条
件
区
分
の
見
直

し
と
主
た
る
被
共
済
者

年
齢
区
分
の
導
入
、④
特

約
・
割
引
の
充
実
お
よ

び
新
た
な
特
約
の
新
設

な
ど
と
な
り
ま
す
。万
一

に
備
え
、こ
の
機
会
に
補

償
の
点
検
・
見
直
し
を

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　
第
43
回「
全
労
済
小
学

生
作
品（
作
文
・
版
画
）コ

ン
ク
ー
ル
」を
実
施
し
ま
し
た
。県
下
各
地
の

小
学
校
か
ら
作
文
２
２
５
点
と
、版
画
５
４
４

点
の
版
画
が
寄
せ
ら
れ
、２
月
20
日
に
長
野

市
の
ホ
テ
ル
信
濃
路
に
て
表
彰
式
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
当
コ
ン
ク
ー
ル
は
、長

野
県
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
生
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。詳
細
は
全

労
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い（
毎
年

７
月
頃
に
募
集
内
容
を
掲
載
予
定
）。

県知事賞を受賞した宮下優月さん
（飯島町立七久保小学校6年）の作品

全労済長野県本部より 1615Z032
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家
は
、年
月
が
経
つ
の
に
合
わ

せ
て
、気
候
・
気
温
の
変
化
や
周

辺
の
土
壌
、そ
し
て
使
い
方
等「
環

境
や
外
的
要
因
」で
少
し
ず
つ
劣

化
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

築
10
年
目
は
、屋
根
、外
壁
、床

下
な
ど
構
造
的
に
大
切
な
部
分
の

点
検
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
節
目
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
キ
レ
イ
だ
か
ら
…
…

と
油
断
し
て
時
期
を
逃
せ
ば
工
事

費
は
ど
ん
ど
ん
増
大
し
、築
20
年

目
で
は
大
き
な
差
が
で
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。修
繕
が
必
要

な
部
分
が
あ
れ
ば
、早
め
に
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
な
う
こ
と
が
、

家
を
長
持
ち
さ
せ
、最
終
的
に
は
安
上
が
り

に
済
ま
せ
る
コ
ツ
で
す
。

し
か
し
、早
す
ぎ
て
も
無
駄
な
工
事
に
な

り
ま
す
の

で
、今
ま
で

一
回
も
お
家

に
手
を
入

れ
て
な
い
の

で
あ
れ
ば
、

で
き
る
だ

け
早
く
、「
定

期
点
検
」を

受
け
る
こ

と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

特
に
、１
９
８
１
年（
昭
和
56
年
）以
前
に

建
て
ら
れ
た
木
造
２
階
建
て
の
お
家
は
、耐
震

診
断
も
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、人
が
活
動
的
に
な
る
の
と
同
じ
く

し
て
、様
々
な
虫
た
ち
も
活
動
的
に
な
っ
て
き

ま
す
。住
宅
に
害
を
与
え
る
シ
ロ
ア
リ
も
、活

動
が
活
発
に
な
っ
て
き
ま
す
。地
中
よ
り
侵
入

し
、建
物
の
床
下
を
中
心
に
建
物
を
食
べ
始

め
ま
す
。気
が
つ
か
ぬ
間
に
建
物
を
支
え
る
床

組
み
材
や
柱
の
部
分
が
ス
カ
ス
カ
に
な
っ
て
、

や
が
て
は
建
物
の
荷
重
を
支
え
ら
れ
な
く
な

り
、耐
震
強
度
ま
で
弱
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
早
期
発
見
が
必
要
と
な

り
ま
す
。家
の
周
り
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

現
在
、住
宅
生
協
で
は
、各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

生
産
者
と
つ
な
が
っ
て
、国

内
自
給
力
の
ア
ッ
プ
を
め
ざ

し
、共
同
購
入
し
て
い
ま
す
。

　
「
食
品
添
加
物
」「
放
射
能
」な

ど
厳
し
い
基
準 

を
ク
リ
ア
し

た
材
料
を
使
い
、生
活
用
品
も
合
成
界
面
活

性
剤
を
排
除
す
る
な
ど
、『
安
心
・
健
康
・
環

境
』を
考
え
た
も
の
を
揃
え
て
い
ま
す
。

　

カ
タ
ロ
グ
は
約
６
０
０
品
目
の
ア
イ
テ

ム
を
掲
載
。け
し
て
品
数
は
多
く
な
い
け
れ

ど
、だ
か
ら
こ
そ
厳
選
さ
れ
た
良
質
な
品
目

で
す
。　

　
毎
週
決
ま
っ
た
曜
日
に
決
ま
っ
た
配
送
先

に
お
届
け
し
ま
す
。

生
活
ク
ラ
ブ
本
部
セ
ン
タ
ー

０
２
６
６
―
２
４
―
０
２
２
２

長野県労働者住宅生活協同組合
℡026-234-0283

3

県
生
協
連
か
ら
の
お
知
ら
せ

毎
日
食
べ
る
も
の
だ
か
ら
、

　
　
　
安
心
が
一
番
大
事
！

生
活
ク
ラ
ブ
は「
食
の
安
全
」

に
こ
だ
わ
っ
た
生
協
で
す
。

只今、春の仲間づくりキャン
ペーンとしてミニサンプルを用
意しております。
興味を持たれた方はお気軽に問
い合わせ下さい。お待ちしてい
ます。

食べ物をムダなくおいしく料理した
い。健康な体づくりのために欠かせ
ない栄養バランスの良い「食べ方」
について情報をお届けしています。
ビオサポ 検索

住宅生協よりお知らせ住宅生協よりお知らせ

住宅生協リフォームサポート事業の５つのメリット
1.非営利団体の生協組織ですので適正な価格で工事を実施。
2.出資いただいた組合員への事業提供なので、アフターケアは責任を持って実施。
3.長年にわたって提携している住宅生協協力会の施工業者および提携施工会社が安心で良質な工事を実施。
4.リフォームアドバイザー、建築士がリフォームの相談（無料）や 耐震診断（無料限定６０棟）を実施。
5.住宅生協事業利用者には長野労金が特別金利でご融資。
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県労福協は地域と連携し取り組みます！県労福協は地域と連携し取り組みます！

働き盛り世代対象訓練型特殊詐欺対応講座

特殊詐欺被害防止協力企業・団体認証制度

○プロジェクトの概要

特殊
詐欺撲滅

子から親への電話訓練

「特殊詐欺、ひとごとじゃない！」キャンペーン
働き盛り世代による特殊詐欺撲滅プロジェクト

～「俺の恩返し！」プロジェクト～
スローガン「俺が『オレオレ』から俺の親を守る！！」

講座参加者へ、オレオレ詐欺を始めとする特殊詐欺の現状や手口を説明し
た後、会場内で参加者の携帯電話を使って自分の親等へ電話をかけてもら
い、次の内容の電話訓練を行います。
○特殊詐欺の現状と手口の説明
○合言葉など親子でできる被害防止対策の確認
○オレオレ詐欺などの手口の再現と対応訓練
○「携帯電話を落として番号が変わった。」という嘘に対する確認訓練

●制度概要
　特殊詐欺被害防止活動に協力いただける企業や団体を「特殊詐欺被害防止協力企業・団体」（愛称「特殊詐欺撲滅協力隊」）
として長野県が認証を行います。
●認証の対象となる企業・団体
　長野県内で活動する企業、団体、法人等を幅広く認証対象とします。
　　○官公庁、個人事業所、商店等も対象です（部署単位でも対象となります）。
　　○防犯ボランティア団体や消費者団体などの地域の集まりも対象です。
●認証基準（平成28年4月以降、次のいずれかの活動を継続的に行うことが要件です）
　　１　訓練型講座への企業・団体単位での参加
　　２　特殊詐欺被害の水際阻止（警察と連携して認証を行います。）
　　３　特殊詐欺被害防止活動の実施（例：企業の広告物での注意喚起や広報啓発活動の実施など）
●認証のメリット
　　・認定証及びステッカーを交付します。
　　・企業・団体等の名称や活動内容を県公式ＨＰや各種広報媒体で紹介します。
●認証の手続き
　認証申請書を記載し、県へ提出してください。（認証基準１、２に該当する場合は提出を要しません。）

●県職員を派遣し、出前講座を開催します。
　企業・団体の会議や職員研修などの機会にぜひ受講をお願いします。
●県主催での講座開催も予定しています。日時、場所は別途ＨＰ等でお知らせします。

で検索!!
訓練型講座・認証制度のお申込み、お問い合わせは・・・
長野県県民文化部
くらし安全・消費生活課防犯担当

電話：026-235-7174　FAX：026-223-6771
E-mail:kurashi-shohi@pref.nagano.lg.jp

このプロジェクトは、多発する特殊詐欺被害を撲滅するため、働き盛り世代に「自
分の親や祖父母を特殊詐欺から守る」という意識をもってもらうとともに、県民の
皆さんが一致団結して特殊詐欺に立ち向かう気運を醸成することを目的とします。

【講座対象者】主として県内に居住する60歳以上の親（祖父母、おじ・おば等を含む）がいる者
　・性別、年齢、居住地不問　　　・大学生・高校生も参加可能

認証

※プロジェクトの詳細は、
　長野県公式ＨＰをご覧ください。 働き盛り世代による特殊詐欺撲滅プロジェクト
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
た

人（
Ａ
男
と
い
い
ま
す
）と
メ
ー
ル
や
ス
カ
イ
プ

で
や
り
取
り
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

Ａ
男
と
は
直
接
会
っ
た
こ
と
も
な
く
、名
前
も

住
所
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。Ａ
男
に
悩
み
事
を
打

ち
明
け
る
と
、祈
祷
を
す
る
か
ら
指
定
口
座
に

30
万
円
を
振
り
込
む
よ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。私

は
言
わ
れ
る
ま
ま
に
数
回
に
分
け
て
30
万
円

を
振
り
込
み
ま
し
た
が
、Ａ
男
が
祈
祷
を
し
て

く
れ
た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。し
ば
ら
く
す

る
と
、Ａ
男
と
は
連
絡
が
取
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。

　
Ａ
男
か
ら
お
金
を
取
り
返
す
こ
と
は
で
き
ま

す
か
。な
お
、振
込
先
口
座
の
名
義
が
Ａ
の
正
確

な
名
前
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

【
回
答
】

　
Ａ
男
が
い
か
な
る
人
物
な
の
か
、Ａ
男
が
実
際

に
祈
祷
を
し
た
の
か
が
不
明
で
あ
り
、初
め
か
ら

騙
す
つ
も
り
で
お
金
を
振
り
込
ま
せ
た
と
思
わ
れ

る
詐
欺
事
件
で
す
。

　
民
事
事
件
と
し
て
Ａ
男
に
お
金
を
返
せ
と
請
求

す
る
場
合
、示
談
交
渉
で
も
訴
訟
等
の
法
的
手
続

で
も
Ａ
男
の
正
確
な
氏
名
、住
所
が
わ
か
っ
て
い

る
こ
と
が
大
前
提
で
す
の
で
、今
回
の
ケ
ー
ス
で

は
何
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
民
事
事
件
と
し
て
Ａ
男
に
請
求
で
き
な
い
場
合

で
あ
っ
て
も
、刑
事
事
件
手
続
の
中
で
被
告
人
に

よ
る
被
害
弁
償
と
し
て
お
金
が
戻
っ
て
く
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
。

　
銀
行
口
座
へ
の
振
り
込
み
を
伴
う
詐
欺
事
件
に

遭
っ
た
場
合
、警
察
に
被
害
届
を
提
出
す
る
こ
と

で
詐
欺
に
用
い
ら
れ
た
口
座
が
凍
結
さ
れ
、振
り

込
め
詐
欺
救
済
法
に
基
づ
い
て
お
金
が
戻
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、凍
結
さ
れ
た
口
座
の
残

金
が
な
い
と
か
、被
害
者
が
多
い
場
合
は
被
害
額

全
額
が
戻
っ
て
こ
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
詐
欺
に
口
座
振
込
が
用
い
ら
れ
る

他
、最
近
で
は
、宅
配
便
や
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で
の
送

金
を
指
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
く（
多
く
は
実
体
の

な
い
住
所
や
私
書
箱
）、い
ず
れ
に
せ
よ
民
事
・
刑

事
い
ず
れ
の
手
続
で
も
お
金
を
取
り
戻
す
こ
と
は

難
し
い
で
す
。残
念
な
が
ら
詐
欺
に
遭
っ
た
場
合
、

お
金
が
戻
っ
て
く
る
可
能
性
は
低
い
と
い
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
便
利
な
時
代
に
な

り
ま
し
た
が
、し
っ
か
り
と
契
約
の
相
手
や
内
容

を
確
認
し
て
か
ら
行
動（
契
約
）す
る
こ
と
は
い
つ

の
時
代
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、相
談
者
は「
悩
み
事
を
打
ち
明
け
」「
話
を

聞
い
て
く
れ
た
」こ
と
か
ら
Ａ
男
を
信
頼
し
て
い

ま
す
。相
談
者
の
孤
独
な
心
情
に
上
手
く
つ
け
込

ん
で
い
ま
す
。詐
欺
が
な
く
な
ら
な
い
理
由
の
一
つ

と
し
て
、こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談

〝
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ
ル
〞

ƒ

０
１
２
０-

３
９-

６
０
２
９

毎
月
第
２
土
曜
日
は
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
・

特
定
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
専
門
家
相
談
員
に
よ
る
相
談

「春の住宅フェア」「春の住宅フェア」開催される！
長野・須高・北信地区労福協、県労福協・県暮らしサポートセンター主催
春の陽気が段々と近づいてきた４月２日（土）・３日（日）の２日間にわた

り長野市・エムウェーブにて、第13回労福協「春の住宅フェア」を開催し、
両日あわせて162組・391名が来場しました。
今回は北信地区業者会より15社の企業が出展し、“宅地情報”、“新築・建

売・中古住宅情報”、“リフォーム相談”な
ど、「住まいのこと」・「土地のこと」に関する最新情報提供やお役立ち情報
を、住宅営業マンよりタイムリーに相談できる絶好の機会となり、出展企
業のブースコーナーでは、多くの家族が熱心に聞入っていました。労金の
住宅ローン相談コーナーでは、日銀のマイナス金利政策で住宅ローン金利
が引下げられたことから、来場者の関心を集めていました。
また、今回初めての試みとして、スタンプラリーで２社以上の出展ブー
スを回る企画や、お子様限定のお楽しみ企画（お菓子詰め放題）によっ
て、住宅フェア会場に沢山の家族の笑顔があふれていました。
出展企業からは『真剣に土地や住宅購入を考えている家族が来場され、
内容が充実していたよ』との喜びの声も聞かれ、これからも北信地区業者
会との連携強化を大事にしていく重要性を感じました。

（記：ろうきんローンセンター長野東）

【
事
例
①
】

最
近
の
相
談
事
例
よ
り

柳澤　修嗣

弁護士

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談
シ
リ
ー
ズ

　
　№
62
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絆

き
ず
な

　

昨
年
中
央
労
福
協
が
実
施
し
た
奨
学
金
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。

　

調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
は
①
多
く
の
人
が
日

本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
制
度
の
内
容
を
知

ら
な
く
て
借
り
た
②
34
歳
以
下
の
奨
学
金
制
度

利
用
者
が
二
人
に
一
人
、
リ
ス
ク
を
十
分
に
理
解

す
る
こ
と
な
く
借
り
る
人
が
４
割
強
③
奨
学
金
の

返
済
を
苦
し
い
と
感
じ
る
人
は
、
正
規
労
働
者
で

37
％
、
非
正
規
労
働
者
で
は
56
％
④
正
規
労
働
者

で
５
０
０
万
円
、
非
正
規
労
働
者
で
２
０
０
万
円

以
上
の
借
り
入
れ
が
あ
る
と
結
婚
に
影
響
が
あ
る
、

で
し
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
受
け
て
、
給

付
型
奨
学
金
制
度
の
導
入
・
拡
充
を
求
め
た
署
名

活
動
は
現
在
３
百
１
万
６
２
２
８
名
に
達
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
背
景
に
、
３
月
22
日
内
閣
総
理
大
臣

に
署
名
簿
の
提
出
を
行
い
奨
学
金
の
改
善
を
求
め

ま
し
た
。
ま
た
、
今
国
会
に
お
い
て
も
野
党
議
員

を
中
心
に
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
制
度

の
改
善
に
向
け
て
政
府
を
追
及
し
て
い
る
。
こ
の

大
き
な
運
動
の
流
れ
の
中
で
安
倍
総
理
大
臣
も
つ

い
に
、
選
挙
を
意
識
し
た
の
か
改
善
に
向
け
た
発

言
を
始
め
ま
し
た
。

　

持
続
可
能
な
日
本
社
会
を
作
る
た
め
に
は
、
ど

う
し
て
も
若
者
の
未
来
を
創
造
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
雇
用
の
不
安
定
化
を
進
め
な
が
ら
、
高

額
の
教
育
費
を
個
人
に
の
み
に
負
わ
せ
る
シ
ス
テ

ム
は
、
も
は
や
限
界
に
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
一
人

の
人
間
の
生
活
や
こ
れ
か

ら
の
夢
の
実
現
を
脅
か
す

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

税
制
や
社
会
保
障
の
問
題

に
も
直
結
す
る
課
題
で
あ

り
、
急
い
で
改
善
し
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
今
）

8つ のまちがいさがしのまちがいさがし
ご家族で楽しむ 下に並んだ二枚の絵を見

比べて違っている箇所を
８つ探して下さい。
日頃使わない脳への刺激
になるかと思います。

 

★
そ
の
１

長
野
県
労
福
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

下
の
バ
ナ
ー
か
ら
応
募
く
だ
さ
い
。

★
そ
の
２

F
A
X
番
号

０
２
６（
２
３
２
）６
６
７
２

★
そ
の
３

官
製
は
が
き

（
宛
先
は
表
紙
に
あ
り
ま
す
。）

い
ず
れ
の
方
法
に
よ
る

応
募
の
場
合
も
次
の
項
目
を

必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

●
ク
イ
ズ
の
答
え
（
８
つ
）

●
労
福
協
の
機
関
紙
に
対
す
る
意
見
・
要
望

　
を
何
か
一
言
。

●
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
所
属
団
体

　（
単
組
名
）
又
は
勤
務
先
。

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
の
方
に
図

　
書
カ
ー
ド
（
一
、〇
〇
〇
円
分
）
を
プ
レ

　
ゼ
ン
ト
。

●
締
切
り
５
月
31
日

プレゼントの応募方法は、FAXとホームページからも応募できます。

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
方
法

http://www.lsc-nagano.or.jp/

　
　前
回
の
正
解
は

当
選
者

　
　（

 5
名
・
敬
称
略
）

小
林
　
和
成

　
　
　
　（
飯
山
市
） 

林
　
　
則
子

　
　
　
　（
長
野
市
） 

古
屋
さ
お
り

　
　
　
　（
佐
久
市
） 

吉
田
　
　
章

　
　
　
　（
安
曇
野
市
） 

黒
田
　
　
聡

　
　
　
　（
大
桑
村
）

1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5 1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5

A

B

C

D

（画：ろうきん　西澤　修氏）

熊本地震で被災された皆様に、心からお見舞い申し上げます。　一般社団法人　長野県労働者福祉協議会
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